


第１編　先史・古代の日本と東アジア　第２章　歴史資料と先史・古代の展望
２　東アジアとの交流のなかでうかびあがる歴史（教科書p.18-19）
課題　①先史・古代の日本社会が東アジアで交流していた様子は、どのような資料からわかるだろうか。
　　　②先史時代の文字資料を日本列島内のものと海外史料に分類しよう。
　　　③文字資料が現在に伝わる背景には、どのような保存・保全の努力があったのだろうか。
　　　④様々な資料から、東アジアの中での日本についてわかることをまとめよう。
　　　⑤「先史・古代の日本と東アジア」に関して、自分自身で仮説を立ててみよう。

１．古代日本について知る資料
	日本列島で出土（発見）
	海外史料

	










	

	共通点と
相違点は？
	〔共通点〕



	
	〔相違点〕





２．次の資料について、出土・解析の経緯と、意義について調べ、まとめよう。
	志賀島の金印
	



	稲荷山古墳出土鉄剣
	




３．資料を基に、東アジアの中での日本についてわかることをまとめよう。
	















４．「先史・古代の日本と東アジア」に関して、自分自身で仮説を立ててみよう。
　　＊手がかり（例）として、以下の点を踏まえ、探究したい疑問点やテーマを挙げてみよう。
　　　・先史時代の日本列島に関する文字資料として、中国の歴史書の記述が伝わっている。
　　　・8世紀に成立した「記紀」のうち、5世紀以降の記述がおおむね史実と考えられている。
　　　・邪馬台国について、『魏志』倭人伝に記述があるが、その所在地はいまだ確定していない。

（1）仮説を表現してみよう
	









（2）他の人の仮説を記入しよう。
	









　　　　年　　　　組　　　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
